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大雨の中運転するときは、車の水没による事故を防ぐため、次の点に
留意しましょう。

ヘッドレストの柄の片方をドアと
窓の隙間に差し込み手前へ引き、
てこの原理で割る

〇 交差する道路や鉄道の下を通過
するアンダーパスは、特に、冠水
のおそれが高いため、通行しない。

〇 進路が冠水している場合には、
進まず引き返す。

〇 水没で車のドアが開かなくなった
場合に備え、緊急脱出用ハンマーを
すぐに取り出せるよう運転席近くに
備え付ける。

〇 車のガラスを割る際は、割れやす

いサイドガラスの窓枠付近を叩く。

☆ 線状降水帯は、突然・局地的・長時間発生します。突然の豪雨の際は、運
転の有無に関わらず、気象予報を確認し、適切な防災行動をとりましょう。
☆ 運転中、豪雨に遭遇するとワイパーを全開にしても視界が奪われて危険で
す。また、道路が冠水すると短時間で水位が上がることもあり、身動きが取
れなくなるおそれがありますので、無理に走り続けず、安全な場所に避難し
て、雨が落ち着くのを待ちましょう。

写真の出典：自動車安全運転センター 写真の出典：警視庁警備部災害対策課
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